
  News Letter  　 
 2022年3月2回号　発行：常総生協広報G 

 2021年度活動テーマ「笑顔で育む免疫力」 

 2022年度  　組合員、生産者、職員三位一体で協議する 

 春の一斉討議 
 「ものづくり、人づくり、地域づくり」に向けて 

 今週、理事会から提案資料をお届けします。 
 ご意見を、お願い致します。 

 2022年　常総生協第49回通常総代会　開催要項 

 日時：6月11日（土）　10：00～12：00 
 場所：常総生活協同組合　本部 
 ※新型コロナウィルス感染状況に応じて書面議 
 決を中心とした議決に切り替える場合がありま 
 す。 

 （総代会） 
 　年１回開催される協同組合の総会（組合員代 
 表による総代会）で、組合の最高議決機関です。 
 2021年度の活動のまとめや事業の決算を承認 
 し、2022年度の活動方針や事業予算を検討し、 
 決定する場です。 

 （春の組合員討議と総代選出） 
 　理事会より 2022年度の活動方針が提案されて 
 「春の組合員一斉討議」、アンケート・地区別懇 
 談会が開催され、討議がすすめられます。組合 
 員の代表である「総代」の選出も間もなく公告さ 
 れます。 

 寄付、基金へのご協力をお願いします。 

 ★  被災地等を支援する  【JOSOたすけあい基金】  は注文番号  500253  にて毎週受け付けています。 
 ★  関東子ども健康調査支援基金【寄付】  　注文番号：  500252  　1口1000円〜にて毎週受け付けています。 
 ★  東海第二原発差止訴訟基金【寄付】　  注文番号：  500251  　1口500円にて毎週受け付けています。 
 ★  JOSO脱プラ基金  は注文番号：  500254  　1口500円にて毎週受け付けています。 



 映画「⽜久」が茨城県内でも上映されます︕︕ 

 2⽉26⽇から「MOVIXつくば」での上映が決定しました︕ 
 全国の映画館でも順次公開予定です。ぜひ劇場へ︕︕ 

 （今週の⽣協カタログと⼀緒に映画のチラシを配布しています） 

 速報!! 2⽉27⽇(⽇)   トーマス・アッシュ監督、舞台挨拶開催決定!! 
 ※開催時間等はMOVIXつくばのHPにてご確認ください。 

 《映画「牛久」の紹介》 

 　このタイトル、なぜ「牛久入管」ではないのだろう？牛久の 

 住民にとってはマイナスのイメージを受けるのではないだ 

 ろうか？最初はそんなどうでもいいような危惧を浮かべてし 

 まった。このドキュメンタリー映画はアクリル板を隔てた面 

 会室の向こう側の被収容者の姿と肉声と、それを見つめる 

 私たちと、その状態を容認している社会を映し出している。 

 　「入管」という実態を隠しカメラが社会に「告発」している。 

 その行為自体を違法だとか危険な行為と考える人もいる。 

 しかし、あのアクリル板の向こうで何が起こっているのか、そ 

 れを私たちが知る術は、カメラが伝えなければ、自身が面 

 会室へ接見にいくしかない。 

 　2020年の夏、常総生協の企画で牛久入管の面会を体験 

 した。面会室で、収容者から「どんな扱いを受けているか、 

 どうか知らせてください！」と何度も訴えられた。懇願された。トーマス・アッシュ監督が入管にくる 

 きっかけは教会のボランティアだったという。面会して、入所者の姿に強い印象を受けた。痩せ衰 

 え、歩けなくなっていく姿。病に苦しみながら、病院に行かせてもらえないと訴える声。もし何か起き 

 たら。彼らの姿を証拠として残さなくてはならないのでは。彼らがいなかったことにされないように。 

 　そして、この状況を多くの人に届けることは使命だと感じたという。監督はそれを素直に実行して 

 くれた。この映画は人間の生命と人権がどのように扱われているか、真実の姿を社会に知らせてく 

 れた。 

 　人間が人間として扱われるよう被収容者の悲願と私たちの知る権利を守るためにも大きな起爆 

 剤になってくれる映画だ。自由と正義を取り戻すきっかけとして映画「牛久」がある。その牛久は私 

 たちの地域にある。 

 　トーマス・アッシュは福島第一原発事故による汚染地域の子ども達を記録した「A2-B-C」の監督 

 だ。　　 

 （土浦市　組合員　関谷和子さん） 
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 組合員の皆様へ  

 ＼常総⽣協からのお願い／ 
 ☆新型コロナウィルス感染拡⼤状況に対してのお願い☆ 

 組合員・⽣産者・職員・関係者の感染リスクの軽減と安全の確保に努め、状況に応じた対策を実施し、⾷料 
 品・⽣活必需品を供給する組合員のライフラインとしての役割を果たせるよう、事業継続に努めます。 
    その役割を全うするためにも職員の健康管理が⾮常に重要になってきます。そこで、以下の点において組合 
 員さんのご協⼒とご理解をお願い致します。 

 ①供給中は⾮対⾯配送の協⼒をお願いします。 
 ❖  配送時には 

 ➢  配送担当者は組合員さんとなるべく対⾯しないようにします。 
 ➢  今まで通り留守の⽅は留守対応（保冷して）のセットをしてお届けします。 
 ➢  基本的に⽞関等建物内での商品の受け渡し作業は⾏いません。  ※⾝体が不⾃由な⽅な 

 ど個別の対応は担当と組合員さんとのやり取りの中で判断し、対応していきます。 
 ➢  到着の際はチャイム、インターフォンでお知らせいたします。在宅の⽅には蓄冷剤・ 

 ドライアイス等を抜いて直ぐにお取りいただく前提でお届けします。  ※箱回収は次週 
 になります。基本その場、その⽇の回収はしません。 

 ➢  供給担当者は予防のため、マスク・⼿袋着⽤とアルコール等による消毒を⾏っていき 
 ます。 

 ❖  組合員さんへのお願い 
 ➢  事前に「注⽂⽤紙」と、商品お届け時に使⽤している空箱が⼿元にある場合は「空 

 箱」を指定場所に準備してください。 
 ➢  ⽣協資材（通い箱、オリコン、蓄冷剤、ドライアイス）が不⾜になる事態が想定でき 

 ます。通い箱の代わりにお買い物バスケットやクーラーボックスなどご⽤意していた 
 だけますと、現場で商品を移し替えます。ご協⼒お願い致します。 

 ➢  対⾯が必要な場合は、必ずマスク着⽤の上、距離を保つ様、お願いします。 
 ②電話対応時間の短縮をさせて頂きます。※職員同⼠の接触を極⼒減らすため 

 ❖  従来 
 ➢  代表電話 7︓30~18︓30 
 ➢  組合員専⽤ダイヤル 18︓30~20︓00 
 ➢  留守電サービス 20︓00~翌朝7︓30 

 ❖  短縮時間とさせて頂きます 
 ➢  代表電話 7︓30~18︓00 
 ➢  組合員専⽤ダイヤル   18︓00~18︓30 
 ➢  留守電サービス   18︓30~翌朝7︓30 

 ☆通い箱、再利⽤回収に関するお願い☆ 
  供給で使⽤している通い箱、商品案内ケースなどは組合員みんなの共有の財産です。⾬に 
 当たったり、汚れないように保管してください。また、汚れたら洗って、返却していただけ 
 ます様、よろしくお願い致します。 

 ▽再利⽤、返却をお願いしているもの 

 通い箱、商品案内ケース  雨に当たったり汚れないような所での保管をお願いします。汚れ 

 た場合は洗って乾かしてからお返しください。 
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 蓄冷剤  直射日光に当たると劣化が早くなりますので、通い箱に入れた 

 状態でお返しください。 

 商品カタログ  使用済みの商品カタログは生協で回収しています。注文書提出 
 時に通い袋の中に入れて出して下さい。  ※古紙リサイクルしてい 
 ます。 

 牛乳パック  中を洗って、広げて乾かしてお返しください。  ※トイレットペー 
 パーにリサイクルされます。 

 鈴木牧場のヨーグルトビン・蓋  フタの中敷きのみ取って、洗って、乾かしてお返しください。 

 鈴木牧場牛乳ビン　　  フタは破棄し、ビンは洗って乾かして下さい。 

 卵パック　  「生産者カード」（小さな紙）がはいっていますので取り除いてお 
 返しください。 

 今年も企画します︕坂東市︓⻘⽊さんが育てる固定種のトマト苗 

 ＼成⻑が楽しみ♪ 収穫する喜びを感じよう♪／ 苗をご⾃宅で育ててみませんか︖ 

 3⽉2回注⽂番号  405221     ミニトマトの苗  （ステラミニトマト）  1ポット 276円  (税込298円) 

 3⽉2回注⽂番号   405222     トマトの苗（アロイトマト）1ポット 350円  (税込378円) 

 ※ステラミニトマト…南⽶原産。近年F1品種ばかりになったミ 
 ニトマトの中で、1992年タカヤマシードが発表した稀少な固定 
 種のミニトマトです。裂果が少なく、⽢くてコクがあります。 

 ※アロイトマト(⼤⽟系)…埼⽟県発祥。よく知られている品種 
 「桃太郎」を固定したもの。上⼿に育てば⽢さは抜群。⽪も⽐ 
 較的固いので割れにくいのが特徴です。 

 ※3⽉2回の注⽂となりますが、  お届けは  5⽉上旬  となりますのでご注意ください。 

 〜なぜ苗の企画をやるのか︖⾃分で作る気づき、喜び〜 
  常総⽣協では「有機農業」の推進をおこなっています。常総⽣協がかかげる「有機農業」は、単に「農薬を 
 使っていません」という事ではなく、「⼈の健康 ・ ⽣命を⽀えるもとだね」として考え、健康な⼟づくりか 
 ら⾏っているか、地域や⼟地で循環させる農業をおこなっている、またそれを⽬指しているかを指します。そ 
 の推進の⼀環として、2009年から野菜そのものだけでなく「苗の企画」をお 
 こなってきました。それは有機農業をおこなっている地場農家さんから実際 
 に夏・冬野菜として出荷する苗をいただき「まずは私たち(組合員)でも育て 
 てみよう︕」という取り組みです。私たちは⽣産者に多くの事を求めがちで 
 すが、実際に作ってみると様々な気づきがあります。そして収穫の喜びもま 
 たひとしおで、野菜を作る⼤変さを共に分かち合うことができます。 
    今年は2⽉に飯野さんの固定種(⾃家採種)の苗、そして今回も昨年に引き続 
 き坂東市の若⼿有機農業⽣産者の⻘⽊さんに育ててもらった苗(ステラミニト 
 マト、アロイトマト)の企画販売です。（写真右︓⽣産者の⻘⽊さん）  
                                        

 COOP-joso   NewsLetter  　2022年3月2回号  -  4  - 


